
１．カード更新後ＤＢ作成を選びます。（左側メニュー・設定の中にあります）

２．更新ＤＢ名を設定します。

３．更新前カードのデータを消去します。

４．削除するカードを選択します。

○旧カード有効期限

　カードに設定されている無効日により、削除するカードが自動
選択されます。更新前カードの有効期限が2006年03月31日まで
の場合、無効日が2006年04月01日以降に設定されているカード
のみ残ります。

○ＤＢ名（現在ＤＢ、旧ＤＢ、更新後ＤＢ）

・現在ＤＢ・・・現在選択されているデータベースです。

・旧データ・・・更新前の通行データ等が保存されています。

・更新後データ・・・更新前のカードが削除されたデータベース
です。

更新前のカードに設定されている、カード代・通行データ等を
消去します。

（更新前のデータを参照する場合には、上記で設定した旧
データＤＢを参照してください。）

今回の削除対象となるカード
更新前カード

（有効期限03月31日）

04月01日

更新済カード１（04月01日以前に発行）

更新済カード２（04月01日以降に発行）

○更新されていないカードを削除します。更新前と更新後で同じカード番号が発行される問題を処理します。

更新前カード

111111-2222-00010

111111-2222-00012

111111-2222-00011

111111-2222-00012

再発行

再発行 更新後カード

カード更新同一
カード
番号

カード枚数の横にあるチェックボックスが消えてるカードが削除さ
れます。カードに設定されている無効日で削除するカードが選択
されています。

※下記にあるカード枚数は04月01日以降に無効日が設定され
ているカードで、現在の発行枚数とは異なります。


